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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成26年11月20日(2014.11.20)

【公表番号】特表2014-500993(P2014-500993A)
【公表日】平成26年1月16日(2014.1.16)
【年通号数】公開・登録公報2014-002
【出願番号】特願2013-532870(P2013-532870)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   9/38     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ   9/34     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  12/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   9/38    ３１０Ｆ
   Ｇ０６Ｆ   9/34    ３３０　
   Ｇ０６Ｆ   9/38    ３５０Ｂ
   Ｇ０６Ｆ   9/34    ３５０Ａ
   Ｇ０６Ｆ  12/08    ５５９Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月3日(2014.10.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の命令セットによって定義された、アーキテクトされたレジスタの第１のセット（
ＭＭＸ）と、第２の命令セットによって定義された、アーキテクトされたレジスタの第２
のセット（ＸＭＭ）と、リネームレジスタのセット（ＲＥＮ）とにマッピングするように
構成された複数の物理レジスタ（１８５）を備える装置内の方法であって、
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセット（ＭＭＸ）を前記複数の物理レジスタ
（１８５）の外部のメモリ（１２０，１２５，１３０，１３５，１６５）にマッピングす
るステップと、
　前記マッピングするステップに応じて、前記アーキテクトされたレジスタの第１のセッ
トに対応する物理レジスタを、前記リネームレジスタのセットに加えるステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットをマッピングするステップは、
　前記アーキテクトされたレジスタの第２のセット及び前記リネームレジスタのセットへ
の前記物理レジスタのマッピングを初期化するステップと、
　前記複数の物理レジスタの外部のキャッシュメモリへの、前記アーキテクトされたレジ
スタの第１のセットのマッピングを初期化するステップと、
　前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要に応じて、前記アーキテクトされ
たレジスタの第１のセットを前記物理レジスタに再マッピングするステップと、
　前記アーキテクトされたレジスタの再マッピングされた第１のセットに対応する物理レ
ジスタを、前記リネームレジスタのセットから除去するステップと、を含む、
　請求項１の方法。
【請求項３】
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　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットを前記メモリにマッピングするステッ
プは、前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットを、前記複数の物理レジスタの外
部のキャッシュメモリにマッピングするステップを含む、
　請求項１の方法。
【請求項４】
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットを前記メモリにマッピングするステッ
プは、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要の減少に応じて、前記アーキ
テクトされたレジスタの第１のセットを前記物理レジスタから前記メモリに再マッピング
するステップを含む、
　請求項１の方法。
【請求項５】
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットを、前記メモリから前記物理レジスタ
に再マッピングするステップと、
　前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要の増大に応じて、再マッピングさ
れた前記第１のセットに対応する物理レジスタを、前記リネームレジスタのセットから除
去するステップと、を含む、
　請求項１の方法。
【請求項６】
　第１の命令セットによって定義された、アーキテクトされたレジスタの第１のセット（
ＭＭＸ）と、第２の命令セットによって定義された、アーキテクトされたレジスタの第２
のセット（ＸＭＭ）と、リネームレジスタのセット（ＲＥＮ）とにマッピングされるよう
に構成された複数の物理レジスタ（１８５）を備え、
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットは、前記物理レジスタの外部のメモリ
（１２０，１２５，１３０，１３５，１６５）にマッピングされるように構成されており
、
　対応する物理レジスタは、当該マッピングに応じて、前記リネームレジスタのセットに
加えられる、
　装置。
【請求項７】
　前記複数の物理レジスタは、前記物理レジスタが、前記アーキテクトされたレジスタの
第２のセットと、前記リネームレジスタのセットとにマッピングされるように初期化され
るべく構成されており、
　前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットは、前記物理レジスタの外部の前記メ
モリにマッピングされ、
　前記物理レジスタは、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要に応じて、
前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットが前記物理レジスタに再マッピングされ
得るように構成され、
　前記アーキテクトされたレジスタの再マッピングされた第１のセットに対応する物理レ
ジスタは、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要に応じて、前記リネーム
レジスタのセットから除去され得る、
　請求項６の装置。
【請求項８】
　キャッシュメモリを備え、
　前記物理レジスタは、前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットがキャッシュメ
モリにマッピングされ得るように構成されている、
　請求項６の装置。
【請求項９】
　前記物理レジスタは、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要の減少に応
じて、前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットが前記物理レジスタから前記メモ
リにマッピングされ得るように構成されており、
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　前記物理レジスタは、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要の増大に応
じて、前記アーキテクトされたレジスタの第１のセットが前記メモリから前記物理レジス
タに再マッピングされ得ると共に、前記第１の命令セットからの命令に関連する使用需要
の前記増大に応答して、再マッピングされた前記第１のセットに対応する物理レジスタが
前記リネームレジスタのセットから除去され得るように構成されており、
　前記物理レジスタは、前記第２の命令セットからの命令に関連する使用需要の減少に応
じて、前記アーキテクトされたレジスタの第２のセットが前記物理レジスタから前記メモ
リにマッピングされ得ると共に、前記第２の命令セットからの命令に関連する使用需要の
前記減少に応じて、前記第２のセットに対応する物理レジスタが前記リネームレジスタの
セットにマッピングされ得るように構成されている、
　請求項６の装置。
【請求項１０】
　実行されると、請求項６～９のいずれかの装置を備える半導体デバイスを製造するため
に用いられる製造プロセスを構成し得る命令を含む、コンピュータ可読媒体。
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